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筆
者
は
か
つ
て
「
元
朝
の
科
挙
資
料
に
つ
い
て 

銭
大
昕
の
編
著

を
中
心
に
」（『
東
方
学
報
』
京
都
七
三
冊 

　
二
〇
〇
一
、
の
ち
整

理
し
て
『
元
代
知
識
人
と
地
域
社
会
』﹇
汲
古
書
院
　
二
〇
〇
四
﹈

に
収
録
、
以
下
「
旧
稿
」
と
呼
ぶ
）
に
お
い
て
、
現
在
で
は
北
京
の

孔
子
廟
に
あ
る
元
代
の
科
挙
題
名
碑
に
つ
い
て
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
問
題
点
に
つ
い
て
論
じ
た
。

　
最
近
に
な
っ
て
、
首
都
博
物
館
の
邢
鵬
氏
（
論
文
に
付
せ
ら
れ
た

肩
書
に
は
首
都
博
物
館
助
理
館
員
と
あ
る
）
が
、
こ
れ
ら
の
石
刻
に

つ
い
て
の
報
告
を
い
く
つ
か
発
表
さ
れ
、
新
し
い
知
見
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
、
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
若

干
の
点
に
つ
い
て
付
け
加
え
て
お
き
た
い
と
思
う
。
な
お
、
以
下
の

文
章
に
お
い
て
は
漢
字
は
常
用
漢
字
に
統
一
し
た
。

　
さ
て
、
筆
者
の
見
る
こ
と
の
で
き
た
邢
鵬
氏
の
報
告
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。
以
下
の
行
論
で
引
用
が
必
要
な
場
合
は
、
邢
鵬
Ａ
〜
邢

鵬
Ｄ
と
略
称
す
る

北
京
国
子
監
孔
廟
進
士
題
名
刻
石
調
査
　『
北
京
文
博
』
二
〇
〇

六
年
三
期
　
八
五
―
八
九
頁
　
Ａ

北
京
国
子
監
元
代
進
士
題
名
刻
石
調
査
研
究
―
至
正
十
一
年
進
士

題
名
記
刻
石
　『
中
国
歴
史
文
物
』
二
〇
〇
七
年
第
五
期
　
三

五
―
四
九
頁
　
Ｂ

元
代
北
京
〝
国
子
監
貢
士
題
名
記
〞
刻
石
考
　
首
都
博
物
館
編
『
北

　
史
料
紹
介

　

北
京
国
子
監
所
在
の
元
科
挙
碑
を
め
ぐ
る
札
記

　
　
　
　
　
―
―
邢
鵬
氏
の
報
告
を
中
心
に
―
―

森
　 

田
　
　
憲
　 

司
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京
歴
史
与
文
化
論
文
集
』（
北
京
出
版
社
　
二
〇
〇
七
）
八
八

―
九
九
頁
　
Ｃ

北
京
国
子
監
一
方
元
代
進
士
題
名
刻
石
初
探
　『
北
京
文
博
』
二

〇
一
〇
年
第
一
期
　
四
五
―
五
一
頁
　
Ｄ

　
ま
ず
、
北
京
孔
子
廟
お
よ
び
国
子
監
の
元
代
碑
刻
の
現
況
に
つ
い

て
、
簡
単
に
紹
介
し
て
お
く
。

　
孔
子
廟
お
よ
び
国
子
監
は
北
京
城
内
東
城
区
の
成
賢
街
に
並
ん
で

存
在
し
、
そ
の
位
置
は
元
の
大
都
の
時
か
ら
同
じ
で
あ
る
と
い
う
。

現
在
こ
こ
に
所
在
す
る
元
代
石
刻
は
、
ま
ず
、
孔
子
廟
の
正
面
に
あ

る
大
成
門
の
前
に
、
孔
子
加
封
碑
（
大
徳
一
一
年
／
一
三
〇
七
）
と

孔
子
父
母
等
（
ほ
か
に
孔
子
夫
人
、
顔
淵
、
曽
参
、
子
思
、
孟
子
）

加
封
碑
（
至
順
元
年
／
一
三
三
〇
）
が
あ
る
。
そ
の
他
に
、
王
徳
常

去
思
碑
（
至
正
一
五
年
／
一
三
五
五
）
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
建
国
後

に
出
土
し
て
こ
こ
に
移
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る（

1
）。

そ
し
て
、
多
数
立

ち
並
ぶ
明
清
の
進
士
題
名
碑
と
と
も
に
、
そ
の
も
っ
と
も
大
成
門
に

近
い
場
所
に
、
次
の
三
つ
の
元
の
題
名
碑
が
あ
る
。
後
述
す
る
『
宋

元
科
挙
題
名
録
』
の
表
記
に
し
た
が
っ
て
挙
げ
る
と
、

至
正
十
一
年
進
士
題
名
碑

至
正
庚
□
国
子
□
貢
試
□
名
記
（
庚
午
＝
二
〇
年
と
さ
れ
る（

2
））

至
正
丙
午
国
子
公
試
題
名
記
（
丙
午
＝
至
正
二
六
年
）

で
あ
る
。
な
お
、
現
在
の
こ
の
三
つ
の
碑
の
い
ず
れ
の
碑
陰
に
も
、

文
字
は
刻
さ
れ
て
い
な
い
。

　
こ
こ
で
は
、
至
正
十
一
年
進
士
題
名
碑
を
中
心
に
邢
鵬
氏
の
こ
れ

ら
の
碑
を
め
ぐ
る
報
告
を
紹
介
し
、
若
干
の
補
足
を
お
こ
な
い
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
邢
鵬
氏
は
論
文
Ｄ
に
お
い
て
、
筆
者
の
知
る
限
り
で

は
こ
れ
ま
で
紹
介
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
も
う
一
つ
の
元
朝
科
挙
題

名
碑
の
存
在
を
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
明
の
万
暦
四
年
（
一

五
七
六
）
の
「
国
子
監
祭
酒
司
業
題
名
碑
」
の
碑
陰
に
刻
さ
れ
た
題

名
で
、
こ
の
碑
は
、
現
在
は
「
乾
隆
石
経
」
と
一
緒
に
保
存
さ
れ
て

い
る
。「
乾
隆
石
経
」
は
元
来
国
子
監
に
あ
り
、
五
〇
年
代
に
現
在

の
場
所
に
移
さ
れ
た
と
い
う
。
孔
子
廟
大
成
殿
の
奥
を
左
へ
回
り
こ

ん
だ
と
こ
ろ
か
ら
国
子
監
ま
で
続
く
こ
の
建
物
に
は
、
か
つ
て
孔
子

廟
や
国
子
監
に
あ
っ
た
、「
乾
隆
石
経
」
以
外
の
石
刻
も
多
数
並
べ

ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
碑
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

　
こ
の
碑
に
つ
い
て
は
、
こ
の
文
章
で
は
対
象
外
な
の
で
、
邢
鵬
Ｄ

の
内
容
を
先
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。
邢
鵬
Ｄ
に
よ
れ
ば
、
中
国
国
家

図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
こ
の
碑
の
碑
陰
の
拓
本
（
北
京
八
三
七
〇
―

二
）
を
見
る
と
、
元
朝
時
代
の
科
挙
関
係
者
の
題
名
で
あ
り
、
現
在

は
失
わ
れ
た
碑
陽
に
は
科
挙
の
進
士
題
名
が
刻
さ
れ
て
い
た
と
考
え
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ら
れ
る
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
邢
氏
は
、
こ
の
碑
刻
の
拓
影
と
そ
れ

に
基
づ
く
録
文
を
紹
介
し
て
お
ら
れ
る
。
た
し
か
に
、
氏
の
録
文
に

よ
れ
ば
、「
大
都
路
兵
馬
指
揮
」、「
大
都
路
都
総
管
府
経
歴
」
な
ど
、

大
都
路
を
冠
し
た
職
名
が
散
見
す
る
ほ
か
、
元
朝
独
特
の
官
職
名

が
な
ら
び
、
こ
れ
が
元
朝
時
代
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま

た
、「
弥
封 

官 

」、「
謄
録
官
」、「
捜
検
懐
挟
官
」
な
ど
の
語
も
見
え
、

何
ら
か
の
試
験
に
か
か
わ
る
題
名
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
か
ろ

う
。

　
元
代
の
国
子
監
に
歴
次
の
進
士
題
名
碑
と
国
子
監
試
の
題
名
碑
が

並
ん
で
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
旧
稿
で
述
べ
て
い
る
の
で
、
参
照

し
て
い
た
だ
く
と
し
て
、
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
明
代
に
な
っ
て

進
士
の
題
名
碑
を
作
る
際
に
、
元
朝
の
進
士
題
名
碑
の
表
面
を
削
っ

て
用
い
た
た
め
、
元
代
の
進
士
題
名
碑
は
現
存
し
て
い
な
い
と
伝
え

ら
れ
る（

3
）。

事
実
、
以
下
に
取
り
あ
げ
る
至
正
十
一
年
の
題
名
碑
以
外

に
は
、
こ
れ
ま
で
存
在
を
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
し
、
そ
の
十
一
年

碑
に
も
碑
陰
題
名
は
な
い
の
で
、
今
回
の
邢
氏
に
よ
る
発
見
は
、
た

い
へ
ん
意
義
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
こ
の
碑
の
現
在
の
碑
陽
、す
な
わ
ち
「
国
子
監
祭
酒
司
業
題
名
碑
」

に
つ
い
て
は
、
そ
の
拓
影
を
中
国
国
家
図
書
館
の
サ
イ
ト
の
所
蔵
拓

本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、「
碑
帖
菁
華
」
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
し
、「
此

碑
乃
就
元
碑
洗
磨
而
重
刻
」
と
注
記
さ
れ
て
も
い
る
の
だ
が
（
一
一

月
初
め
に
確
認
）、
惜
し
む
ら
く
は
、
碑
陰
の
拓
影
は
公
開
さ
れ
て

い
な
い
。
筆
者
は
、
二
〇
一
〇
年
九
月
に
、
龍
谷
大
学
の
村
岡
倫
氏

と
と
も
に
現
地
で
こ
の
碑
を
確
認
す
る
機
会
を
得
た
が
、
現
状
は
剥

落
が
激
し
く
て
、
文
字
は
ほ
と
ん
ど
見
出
す
こ
と
は
で
き
ず
、
わ
ず

か
に
「
大
」
の
字
が
同
じ
高
さ
で
二
つ
並
ん
で
い
る
箇
所
を
確
認
で

き
た
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
、
位
置
か
ら
考
え
て
、
邢
鵬
Ｄ
の
録
文

で
は
、
三
、
四
行
目
に
該
当
す
る
箇
所
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。
邢

鵬
Ｄ
に
は
、
拓
影
も
カ
ラ
ー
図
版
で
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
か
ろ
う
じ

て
文
字
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
が
、
隔
靴
掻
痒
の
感
が
あ
り
、
拓
本

の
公
開
が
期
待
さ
れ
る
。

　
さ
て
、
話
を
邢
鵬
Ｂ
に
戻
す
。
筆
者
が
邢
氏
の
論
文
に
関
心
を
持

ち
、
紹
介
し
よ
う
と
考
え
る
の
は
、
次
の
二
つ
の
点
に
つ
い
て
の
関

心
か
ら
で
あ
る
。
一
つ
は
、
こ
の
碑
が
元
時
代
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ

る
の
か
と
い
う
点
、
も
う
一
つ
は
、
こ
の
碑
の
出
現
の
経
緯
に
つ
い

て
、
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
一
つ
目
の
問
題
に
つ
い
て
。

　
す
で
に
旧
稿
に
書
い
た
こ
と
で
あ
る
が
、
現
在
の
こ
の
碑
に
は
奇

妙
な
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
碑
に
何
箇
所
か
存
在
す
る
文
字
の
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欠
落
、
例
え
ば
、
蒙
古
色
目
の
第
三
甲
で
は
、
一
行
目
に
「
台
」、

二
行
目
に「
児
」、が
孤
立
し
て
書
か
れ
て
お
り
、四
行
目
に
あ
る
、「
宋

也
」
も
、
名
前
に
欠
落
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
漢
人
南
人
の
部
分

に
も
、
孤
立
し
た
文
字
が
あ
る
。

　
碑
刻
で
文
字
が
欠
落
し
て
い
る
こ
と
自
体
は
、
珍
し
い
こ
と
で
は

な
い
。
し
か
し
、
孔
子
廟
に
現
在
立
つ
碑
に
お
い
て
は
、
こ
の
欠
落

部
分
は
剥
落
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
石
の
上
に
上
述
の
例
の
よ

う
に
文
字
が
孤
立
し
て
刻
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
筆
者
が
か
つ
て
調

査
し
、『
元
代
知
識
人
と
地
域
社
会
』
の
図
版
と
し
て
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
所
蔵
の
拓
本
（
京
都
大
学

人
文
科
学
研
究
所
所
蔵
拓
本
資
料
拓
影
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
公
開

さ
れ
て
い
る
）
や
「
碑
帖
菁
華
」
で
公
開
さ
れ
て
い
る
中
国
国
家
図

書
館
所
蔵
の
拓
本
に
お
い
て
も
同
様
で
、
剥
落
の
痕
跡
は
こ
れ
ら
の

箇
所
に
は
な
い
。
人
文
科
学
研
究
所
所
蔵
の
拓
本
が
内
藤
湖
南
旧
蔵

の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、余
白
の
記
入
（
内
藤
34
―
11
―
１
と
あ
る
）

か
ら
わ
か
る
が
、い
つ
拓
さ
れ
た
も
の
か
は
不
明
で
あ
り
、し
た
が
っ

て
現
状
が
何
時
か
ら
の
こ
と
か
を
考
え
る
材
料
と
は
な
ら
な
い
が
、

少
な
く
と
も
近
年
に
な
っ
て
発
生
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
わ
か

る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
碑
を
録
文
し
た
も
の
と
し
て
、『
宋
元
科
挙

題
名
録
』（
北
京
図
書
館
古
籍
珍
本
叢
刊
二
一
影
印
清
鈔
本
）
や
『
金

石
萃
編
未
刻
稿
』（
石
刻
史
料
新
編
所
収
）
が
あ
る
が（

4
）、

こ
の
部
分

の
文
字
の
欠
落
に
変
わ
り
は
な
い
。
さ
ら
に
、
次
に
引
く
銭
大
昕
の

指
摘
に
も
あ
る
よ
う
に
、
元
人
で
あ
れ
ば
起
さ
な
い
よ
う
な
間
違
い

が
見
出
せ
る
。

　
こ
う
し
た
点
か
ら
、
こ
の
碑
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
は
な
い
で
あ
ろ
う

こ
と
は
、
す
で
に
筆
者
が
旧
稿
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
ら
に

さ
か
の
ぼ
れ
ば
、『
宋
元
科
挙
題
名
録
』
に
よ
れ
ば
、
銭
大
昕
は
こ

れ
ら
の
石
刻
を
録
文
し
、
そ
の
一
方
で
「
元
石
已
亡
、
後
人
重
刻
故

多
誤
字
」
と
指
摘
し
て
お
り
、
記
文
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
字

を
訂
正
し
て
い
る（

5
）。

た
だ
し
、
銭
大
昕
は
い
つ
の
「
重
刻
」
か
は
述

べ
て
い
な
い
。
ま
た
、
蕭
啓
慶
氏
も
進
士
合
格
者
の
考
証
に
あ
た
っ

て
、
現
在
の
碑
は
問
題
が
あ
る
と
し
て
、『
金
石
萃
編
未
刻
稿
』
の

録
文
を
用
い
て
お
ら
れ
る（

6
）。

　
こ
の
碑
は
、国
子
監
に
置
か
れ
た
と
い
う
事
情
か
ら
で
あ
ろ
う
か
、

有
名
な
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、清
代
の
石
刻
書
で
の
言
及
は
少
な
く
、

楊
殿
珣
の
『
石
刻
題
跋
索
引
』
に
お
い
て
も
、
上
記
の
『
金
石
萃
編

未
刻
稿
』
へ
の
所
収
し
か
著
録
は
な
い（

7
）。

し
か
も
、
文
字
の
異
同
か

ら
、
い
ず
れ
も
現
在
の
石
刻
と
同
じ
本
文
か
ら
の
録
文
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
銭
大
昕
の
原
本
か
ら
『
宋
元
科
挙
題
名
録
』
の
こ
の
部

分
を
作
成
し
た
王
鳴
韶
の
跋
に
よ
れ
ば
、「
銭
竹
汀
先
生
は
陪
祀
の
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時
に
こ
れ
を
見
て
、
採
録
し
て
『
元
遺
事
』
に
入
れ
た
」
と
あ
っ
て

（
注
5
参
照
）、
銭
大
昕
も
自
由
に
調
査
で
き
た
も
の
で
は
な
か
っ
た

よ
う
だ
。

　
さ
て
、
邢
鵬
Ｂ
は
、
や
は
り
こ
の
文
字
の
欠
落
の
問
題
を
指
摘
す

る
と
と
も
に
、
次
の
よ
う
な
点
か
ら
も
、
こ
の
碑
に
は
問
題
が
あ
り
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
で
は
な
い
と
指
摘
す
る
。

①
　
明
の
葉
盛
（
注
3
の
『
水
東
日
記
』
の
撰
者
、
一
四
二
〇

―
七
四
）
の
『

竹
堂
碑
目（

8
）』

に
は
、「
進
士
題
名
碑
、
王
思

誠
記
、
危
素
書
、
王
文
麟
篆
（
以
下
略
、
森
田
）」
と
あ
る
の

に
対
し
、
現
在
の
拓
本
で
は
書
者
の
箇
所
は
「
臨
川
」
と
出
身

地
を
記
し
た
後
は
空
欄
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
篆
額
者
に
つ

い
て
は
「
南
正
文
燁
」
と
し
か
見
え
な
い
。
う
ち
、
危
素
の
出

身
地
は
た
し
か
に
臨
川
で
あ
る
が（

9
）、「

南
正
文
燁
」
に
つ
い
て

は
、
王
文
燁
の
出
身
地
が
済
「
南
」
で
あ
り
、「
正
」
は
「
王
」

の
誤
読
も
し
く
は
誤
刻
で
あ
っ
て
、『

竹
堂
碑
目
』
の
段
階
、

す
な
わ
ち
一
五
世
紀
中
期
に
は
原
碑
も
し
く
は
そ
の
拓
本
を
見

る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
現
行
の
『

竹
堂

碑
目
』
が
「
王
文
麟
」
と
す
る
の
は
、
現
行
本
が
清
代
に
な
っ

て
か
ら
も
の
で
あ
る
た
め
、
康
熙
帝
の
諱
玄
燁
を
避
け
た
も
の

だ
と
す
る（

10
）。

②
　
こ
れ
ら
の
碑
は
、
形
式
、
石
質
、
碑
額
の
様
式
、
字
体
、
装

飾
な
ど
の
点
か
ら
検
討
す
る
と
、
同
じ
時
期
に
呉
苑
が
立
て
た

と
い
う
清
代
の
進
士
題
名
碑
と
共
通
し
、
後
世
の
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

　
首
都
博
物
館
は
以
前
は
孔
子
廟
に
あ
っ
た
か
ら
、
②
の
指
摘
は
、

そ
こ
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
氏
の
、
現
場
で
の
調
査
に
よ
っ
て
出
て

き
た
見
解
と
言
え
よ
う
。

　
以
上
、
筆
者
の
指
摘
を
含
め
て
、
こ
れ
ま
で
示
さ
れ
て
き
た
こ
の

碑
に
対
す
る
疑
問
を
さ
ら
に
進
め
て
、
現
在
孔
子
廟
に
立
っ
て
い
る

碑
の
持
つ
問
題
点
を
よ
り
明
確
に
さ
れ
た
と
言
え
る
。

　
次
に
挙
げ
た
こ
の
碑
の
発
見
の
経
緯
と
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
で

あ
る
。

　
こ
れ
も
旧
稿
に
書
い
た
よ
う
に
、
こ
の
碑
は
、
清
朝
の
康
煕
年
間

に
国
子
祭
酒
で
あ
っ
た
呉
苑
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
は
、
こ
れ
ま
で
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
、
邢

氏
は
、
呉
苑
の
文
集
、『
北

山
人
詩
』（
四
庫
禁
燬
書
叢
刊
　
集
部

四
六
　
康
煕
四
一
年
刊
本
影
印
）
巻
六
・
橋
門
集
の
「
太
学
新
立
進

士
題
名
碑
紀
事
有
序
」
の
序
文
部
分
と
、
王
棠
の
『
知
新
録
』
巻
一

五
「
進
士
題
名
碑
」
に
よ
っ
て
具
体
的
に
紹
介
さ
れ
て
い
る（

11
）。
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こ
の
論
文
に
よ
っ
て
触
発
さ
れ
て
、
い
さ
さ
か
文
献
を
調
べ
て
み

る
と
、
同
じ
く
『
北

山
人
詩
』
に
は
、
金
徳
嘉
撰
の
「
祭
酒
呉
公

家
伝
」
が
付
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
も
、
至
正
十
一
年
進
士
題
名
碑

発
見
の
経
緯
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
金
徳
嘉
に
は
文
集
『
居

業
斎
文
稿
』（
四
庫
全
書
存
目
叢
書
　
集
部
二
五
二
　
清
康
煕
刻
本

影
印（

12
））

が
あ
り
、巻
九
に
こ
の
「
家
伝
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

さ
ら
に
、『
碑
伝
集
』
巻
四
六
に
も
「
家
伝
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

三
つ
の
「
家
伝
」
に
は
、
部
分
的
に
文
章
の
出
入
り
が
あ
る
が
、
こ

こ
で
扱
っ
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
は
影
響
は
な
い
。
ま
た
、
同
じ
く

『
居
業
斎
文
稿
』
巻
一
九
に
は
、
呉
苑
の
た
め
に
書
か
れ
た
「
呉
祭

酒
奠
章
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
新
資
料

は
な
い
。
さ
ら
に
、『
国
朝
耆
献
類
徴
』
巻
一
二
〇
に
は
、
潘
耒
に

よ
る
墓
誌
銘
も
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
も
新
知
見
は
な
い
。

　
念
の
た
め
に
申
し
添
え
る
が
、
邢
氏
が
、
同
じ
く
『
北

山
人
詩
』

に
あ
る
「
家
伝
」
に
言
及
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、氏
が
拠
ら
れ
た
『
四

庫
禁
燬
書
叢
刊
』
本
の
底
本
と
な
っ
た
天
津
図
書
館
蔵
本
は
、
最
終

巻
の
最
後
の
一
葉
以
下
が
欠
落
し
て
い
る
よ
う
で
、
そ
の
後
に
附
録

さ
れ
た
「
家
伝
」
は
、
当
然
影
印
さ
れ
て
い
な
い
。
筆
者
は
大
阪
府

立
中
之
島
図
書
館
所
蔵
の
康
煕
刊
本
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
、「
家

伝
」
の
存
在
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
恥
を
申
せ
ば
、
旧
稿
執
筆
当
時
に
、
国
内
一
本
と
思
わ
れ
る
『
北

山
人
詩
』
中
之
島
図
書
館
所
蔵
本
に
気
が
つ
か
な
か
っ
た
の
は
、

い
た
し
か
た
な
い
と
し
て
も
、
こ
の
碑
に
呉
苑
が
関
係
し
て
い
る
こ

と
に
言
及
し
て
い
な
が
ら
、『
碑
伝
集
』
に
そ
の
家
伝
が
あ
る
こ
と

を
看
過
し
た
の
は
筆
者
の
不
注
意
で
あ
り
、汗
顔
の
い
た
り
で
あ
る
。

　
以
上
の
文
献
を
総
合
し
て
、
こ
の
碑
の
発
見
の
経
緯
を
要
約
す
る

と
、
次
の
よ
う
に
な
る（

13
）。

呉
苑
は
国
子
祭
酒
と
な
り
、太
学
に
あ
る
べ
き
進
士
題
名
碑
が
、

清
朝
に
つ
い
て
は
、
順
治
丙
戌
（
三
年
／
一
六
四
六
）
に
科
挙

が
始
ま
っ
た
と
き
の
も
の
は
あ
る
も
の
、
そ
の
後
の
十
八
科
に

つ
い
て
は
碑
が
な
い
こ
と
を
知
り
、
在
官
の
進
士
や
そ
の
子
孫

に
呼
び
か
け
て
醵
金
し
、
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
後
、

明
の
題
名
碑
を
調
べ
て
み
る
と
、
永
楽
か
ら
崇
禎
ま
で
の
七
八

科
の
う
ち
、五
十
余
碑
を
残
す
の
み
で
あ
っ
た
が
、土
中
を
掘
っ

て
調
べ
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
彼
の
先
祖
が
か
か
わ
っ
た
、
宣
徳
庚

戌
、
成
化
甲
辰
を
皮
切
り
に
、
そ
の
悉
く
を
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
た
。
そ
し
て
、元
の
題
名
碑
も
三
つ
獲
る
こ
と
が
で
き
た
。

す
な
わ
ち
、「
正
泰
国
子
貢
試
名
記
」（
こ
の
名
前
が
誤
り
で
あ

る
こ
と
は
、
注
2
参
照
）、「
至
正
十
一
年
進
士
題
名
記
」、「
至

正
丙
午
国
子
中
選
題
名
記
」
で
あ
る
。
ち
な
み
に
「
詩
序
」
で
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は
、
発
見
地
を
大
成
殿
の
裏
に
あ
る
孔
子
の
父
母
を
祀
っ
た
啓

聖
祠
と
す
る
。

　
呉
苑
の
国
子
祭
酒
在
任
は
、
康
熙
壬
申
（
三
一
／
一
六
九
二
）
三

月（「
家
伝
」に
よ
る
）か
ら
庚
戌（
三
三
／
一
六
九
四
、月
は
未
確
認
）

ま
で
で
あ
る
が
、
多
く
の
文
献
は
、
こ
の
発
見
を
康
煕
三
一
年
の
こ

と
と
す
る
。
そ
し
て
、
邢
氏
は
、
上
に
も
紹
介
し
た
こ
の
時
に
呉
苑

に
よ
っ
て
立
て
ら
れ
た
と
い
う
清
朝
の
進
士
題
名
碑
の
形
態
と
、
こ

の
題
名
碑
と
が
類
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
じ
時
に
立
て
ら
れ
た

も
の
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　
話
は
、
至
正
十
一
年
の
進
士
題
名
記
に
終
始
し
た
が
、
石
質
や
装

飾
、
字
体
な
ど
の
問
題
は
、
二
六
年
の
「
国
子
監
貢
試
題
名
記
」
に

も
見
出
さ
れ
る
こ
と
は
、
邢
鵬
Ｃ
で
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
邢
氏
は
、

現
在
剥
落
が
激
し
く
、
ほ
と
ん
ど
読
み
取
る
こ
と
の
で
き
な
い
、「
庚

子
題
名
記
」
だ
け
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
ろ
う
と
、
こ
の
論
文
で
論
じ

て
お
ら
れ
る
。

　
最
後
に
、
一
言
書
い
て
お
き
た
い
。
私
が
こ
こ
で
邢
氏
の
論
文
を

紹
介
し
た
の
は
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
あ
げ
つ
ら
お
う
と
い
う
も
の

で
は
な
い
。
一
つ
に
は
、
か
つ
て
の
論
文
で
調
べ
足
り
な
か
っ
た
こ

と
を
、
邢
氏
の
報
告
に
よ
っ
て
教
え
ら
れ
た
た
め
、
補
正
し
た
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
も
う
一
つ
に
は
、
邢
氏
の
研
究
は
、『
四

庫
禁
燬
書
叢
刊
』
の
利
用
に
よ
っ
て
可
能
に
な
っ
た
わ
け
だ
し
、
筆

者
は
、氏
の
引
用
さ
れ
て
い
る『
知
新
録
』や『
居
業
斎
文
稿
』を
、『
四

庫
全
書
存
目
叢
書
』
に
よ
っ
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
資
料
の

影
印
公
刊
が
、
研
究
を
進
め
た
と
い
え
よ
う
。
邢
氏
は
、
影
印
底
本

が
持
つ
問
題
ゆ
え
に
、
も
う
一
つ
の
史
料
を
紹
介
さ
れ
ず
に
終
わ
っ

て
い
る
。
筆
者
は
所
蔵
調
査
を
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、『
四
庫
禁

燬
書
叢
刊
』
が
、
明
ら
か
に
欠
落
の
あ
る
天
津
図
書
館
本
を
底
本
に

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、『
北

山
人
詩
』
が
中
国
で
も
希
覯
に

属
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
筆
者
が
中
之
島
本
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
、「
全
国
漢
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
利
用
し
え
た
ゆ
え
の
幸
運
に

す
ぎ
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
筆
者
の
か
ね
て
述
べ
て
い
る
、
研

究
の
展
開
は
史
料
へ
の
ア
ク
セ
ス
環
境
と
深
く
か
か
わ
る
と
い
う
考

え
の
一
例
と
言
え
る
と
思
い
、
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る（

14
）。

　注（
1
）　
こ
の
碑
の
発
見
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
容
肇
祖
「
元
京
畿
都
漕
運
使

王
徳
常
去
思
碑
発
現
記
」（『
文
物
参
考
資
料
』
一
九
五
三
―
一
）
を

参
照
の
こ
と
。

（
2
）　
後
述
す
る
呉
苑
関
係
の
文
献
で
は
、
い
ず
れ
も
「
正
泰
国
子
貢
試
名
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記
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
正
泰
と
い
う
元
号
は
な
い
。
ま
た
『
金
石

萃
編
未
刻
稿
』
は
「
□
正
庚
□
国
子
□
□
試
□
名
記
」
と
す
る

（
3
）　
明
・
葉
盛
『
水
東
日
記
』
巻
二
八
　
旧
碑
石

　
　 

嘗
聞
、
阮
安
督
工
建
太
學
時
、
悉
取
前
元
進
士
碑
、
磨
去
刻
字
、
置

之
隙
地
。
今
三
年
一
立
石
、
皆
此
物
也
。

（
4
）　
邢
鵬
Ｂ
は
、『
宋
元
科
挙
題
名
録
』
は
参
照
し
て
い
な
い
が
、
次
に

引
く
王
鳴
韶
の
跋
に
は
乾
隆
乙
未
（
四
〇
／
一
七
七
五
）
と
あ
り
、『
金

石
萃
編
』
の
序
は
嘉
慶
十
年
（
一
八
〇
五
）
で
あ
る
か
ら
、『
宋
元
科

挙
題
名
録
』
の
方
が
よ
り
古
い
録
文
と
言
え
る
。

（
5
）　『
宋
元
科
挙
題
名
録
』
の
「
至
正
庚
□
国
子
□
貢
試
□
名
記
」
の
後

に
書
か
れ
た
王
鳴
韶
の
跋
に
は
、
こ
の
史
料
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う

に
書
か
れ
て
い
る
。

至
正
十
一
年
進
士
題
名
記
、
至
正
庚
子
国
子
監
貢
試
題
名
記
、
至

正
丙
午
国
子
中
選
題
名
記
、
三
碑
倶
在
今
国
子
監
大
成
門
外
。
銭

竹
汀
先
生
陪
祀
時
見
之
、採
録
入
元
遺
事
中
。
毎
篇
之
後
繋
以
考
据
、

而
皆
先
生
筆
。
予
従
其
斎
借
得
抄
成
一
篇
、
附
于
山
東
郷
試
題
名

記
後
。
先
生
止
節
取
其
大
略
及
科
目
人
名
氏
、
其
記
文
与
執
事
官

僚
皆
未
之
写
。
為
非
全
文
。
故
従
附
録
云
。
時
乾
隆
乙
未
十
一
月

二
十
有
八
日
、
鶴
谿
居
士
王
鳴
韶
書

　
　 

ま
た
、
銭
大
昕
は

　
　
　 

翰0

列
大
夫
を
朝
列
大
夫
に
、周
伯
綺0

を
周
伯
倚
（
正
し
く
は
周
伯
琦
）

　
　 

に
訂
正
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
、
元
朝
時
代
の
人
で
あ
れ
ば
誤
る
は

ず
の
な
い
よ
う
な
文
字
で
あ
る
。

（
6
）　
蕭
啓
慶
「
元
至
正
十
一
年
進
士
題
名
記
校
補
」（『
食
貨
月
刊
』
一

六
―
七
・
八
　
一
九
八
六
）

（
7
）　
厳
密
に
言
え
ば
、
同
書
も
民
国
の
刊
行
で
あ
り
、「
清
代
の
」
石
刻

書
と
言
え
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
至
元
二
十
六
年
碑
は
収
録

対
象
か
ら
は
ず
さ
れ
て
い
る
。

（
8
）　
筆
者
の
見
た
の
は
、『
叢
書
集
成
』
所
収
の
粤
雅
堂
叢
書
に
拠
る
排

印
本
。

（
9
）　
邢
鵬
Ｂ
は
、
危
素
の
筆
跡
と
こ
の
碑
の
字
体
は
合
わ
な
い
と
し
て
、

例
と
し
て
、
一
九
七
三
年
に
出
土
し
た
、
同
じ
く
危
素
書
の
「
鈔
紙

局
中
書
戸
部
分
官
題
名
記
」
の
拓
本
の
一
部
分
を
掲
載
し
て
い
る
。

こ
の
碑
は
、
現
在
所
在
が
わ
か
ら
ず
（
邢
鵬
Ｂ
に
は
首
都
博
物
館
蔵

と
あ
る
が
、
原
石
の
こ
と
か
拓
本
の
こ
と
か
不
明
）、『
元
大
都
』、『
図

説
北
京
史
』
に
も
拓
影
の
掲
載
は
あ
る
も
の
の
、
図
影
が
小
さ
く
、

部
分
と
は
い
え
、
こ
の
碑
の
比
較
的
大
き
な
拓
影
が
公
刊
さ
れ
た
の

は
、
こ
れ
が
最
初
か
も
し
れ
な
い
。「
北
京
地
区
現
存
元
朝
石
刻
目
録

稿
補
訂
」（
一
三
、
一
四
世
紀
東
ア
ジ
ア
諸
言
語
史
料
の
総
合
的
研
究

―
元
朝
史
料
学
の
構
築
の
た
め
に
﹇
平
成
一
六
年
度
〜
平
成
一
八
年

度
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
Ｂ
研
究
成
果
報
告
書
　
二
〇
〇
七
﹈）
参
照
。

（
10
）　
邢
氏
自
身
が
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
最
後
の
点
に
つ
い
て
は
、
で

は
な
ぜ
清
代
の
模
刻
に
際
し
て
、
避
諱
し
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
点

に
、
若
干
の
留
保
が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
、
妥
当
な
見
解
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
そ
の
ほ
か
に
、
現
在
の
碑
に
見
え
る
王
思
誠
の
官
職
に
つ
い

て
の
疑
問
も
、
邢
氏
は
提
示
さ
れ
て
い
る
。

（
11
）　
邢
氏
は
、
国
家
図
書
館
の
康
煕
刊
本
を
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

本
は『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』に
も
収
録
さ
れ
て
お
り（
子
部
一
〇
〇
）、



－　 －160

筆
者
は
そ
れ
を
参
照
し
た
。

（
12
）　
康
煕
四
三
年
序
刊
本
が
東
京
大
学
附
属
図
書
館
に
あ
る
よ
う
で
あ
る

が
未
見
。

（
13
）　
邢
鵬
Ｂ
に
は
、「
太
学
新
立
進
士
題
名
碑
紀
事
有
序
」
が
、
句
読
を

施
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
邢
氏
の
見
て
お
ら
れ

な
い
で
あ
ろ
う
、
金
徳
嘉
撰
「
家
伝
」
か
ら
、
該
当
部
分
を
引
用
し

て
お
き
た
い
。
文
字
は
、中
之
島
図
書
館
本『
北

山
人
詩
』に
よ
っ
た
。

鱗
潭
祭
酒
之
卒
也
、
余
哭
之
有
詩
四
章
。（
中
略
）
客
問
厥
事
始
末
。

余
答
云
、
太
学
之
有
進
士
題
名
尚
矣
。
国
朝
開
科
丙
戌
碑
亭
具
在
、

厥
後
有
十
八
科
闕
焉
。
鱗
潭
昌
言
於
朝
、
凡
進
士
見
官
京
師
、
或

子
若
孫
在
朝
列
者
、
捐
金
伐
石
、
衆
論
翕
然
趨
恐
後
居
。
亡
何
碑

版
林
立
矣
。
迺
按
、
明
進
士
自
永
楽
至
崇
禎
凡
七
十
八
科
、
唯
五

十
餘
碑
存
。
掘
諸
土
中
、
得
宣
徳
庚
戌
・
成
化
甲
辰
。
鱗
潭
色
喜
。

或
問
故
、
曰
、
先
少
司
馬
寧
公
庚
戌
進
士
、
先
巡
按
御
史
瀚
公
甲

辰
進
士
也
。
已
而
歴
科
題
名
盡
出
、
而
永
楽
首
科
復
於
啓
聖
祠

得
之
。
蓋
有
明
一
代
之
制
科
班
班
可
考
云
。
一
日
獲
元
題
名
三
。

一
為
正
泰
国
子
貢
試
名
記
。
蒙
古
色
目
漢
人
、
各
有
正
副
榜
。
一

為
至
正
十
一
年
進
士
題
名
記
。
蒙
古
色
目
列
三
甲
、状
元
為
朶
列
図
。

漢
人
南
人
列
三
甲
、
状
元
為
文
允
中
。
据
此
則
知
榜
眼
探
花
元
代

所
無
。
一
至
正
丙
午
国
子
中
選
題
名
記
。
蒙
古
賜
正
六
品
、
色
目

従
六
品
、
漢
人
正
七
品
。
皆
有
正
副
榜
。
鱗
潭
曰
、
此
亦
一
代
典

故
也
。
為
文
紀
之
。（
以
下
略
）

（
14
）　
筆
者
の
こ
う
し
た
考
え
は
、「〝
地
方
志
所
收
宋
元
遺
文
調
査
〞
か

ら
〝
可
見
拓
影
目
録
〞
ま
で
―
―
日
本
に
お
け
る
元
朝
石
刻
史
料
環
境
」

（『
東
亜
史
及
其
史
料
研
究
：
中
日
高
校
第
四
次
学
術
交
流
会
』
南
京

大
学
　
二
〇
〇
九
）
に
、
日
本
の
学
界
の
現
況
紹
介
と
し
て
書
い
て

い
る
ほ
か
、「
元
朝
史
研
究
と
史
料
状
況
　
下
部
構
造
は
上
部
構
造
を

規
定
す
る
？
」
と
題
し
て
、
第
二
八
回
立
命
館
大
学
史
学
会
大
会
（
二

〇
〇
五
）
で
述
べ
た
。
後
者
は
活
字
化
さ
れ
て
い
な
い
。

本
稿
は
、
平
成
二
二
年
度
奈
良
大
学
研
究
助
成
、「
石
刻
史
料
の
地
域

史
研
究
へ
の
応
用
　
洛
陽
地
区
を
中
心
に
」
に
よ
る
現
地
調
査
に
も

と
づ
く
も
の
で
あ
り
、
平
成
二
三
年
度
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
Ｂ
「
河

南
・
山
西
地
区
の
多
民
族
融
合
社
会
史
の
研
究
」
の
分
担
研
究
者
と

し
て
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。




